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マルウェアの感染者に対する
注意喚起を行っています。

近
年
、様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
イ
ン
タ
ー

　ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
る
な
ど
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る一方
、
不

正
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
不

審
な
メ
ー
ル
の
開
封
等
に
よ
り
、
利
用

す
る
端
末
が
マ
ル
ウ
ェ
ア
に
感
染
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
が
マ
ル
ウ
ェ
ア
に
感
染
す
る
と
、

利
用
し
て
い
る
Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー
ド
等
の

情
報
を
窃
取
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
ほ

か
、
そ
の
Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー
ド
等
を
悪
用

さ
れ
、
金
銭
的
被
害
を
受
け
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
マ
ル
ウ
ェ
ア
感
染
に
よ
る

　

被
害
か
ら
利
用
者
の
情
報
や
財
産
を
守

る
た
め
に
、
総
務
省
で
は一般
財
団
法
人

日
本
デ
ー
タ
通
信
協
会
テ
レ
コ
ム・ア
イ

ザ
ッ
ク
推
進
会
議
及
び
参
画
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ（
I

P
）

S

等
と
連
携
し
て
、
マ
ル
ウ
ェ
ア
の
感
染
者

に
対
し
て
注
意
喚
起
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ

ア

ク

テ

ィ

ブ

ク
ト「
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

最
近
で
は
、
平
成
2
7
年
4
月
よ
り

　警
視
庁
と
連
携
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
不
正
送
金
を
行
う
マ

ボ

ー

ト

ラ

ッ

ク

ル
ウ
ェ
ア「

R

V
A
W
T

A
K
」に
感
染
し

て
い
る
利
用
者
の
方
に
対
し
て
、
契
約

す
る
I

P
か
ら
注
意
喚
起
を
行
っ
て

S

い
ま
す
。

利
用
者
の
方
に
対
し
て
は
、ご
自
身
の

　契
約
す
る
I

P
か
ら
メ
ー
ル
又
は
葉

S

書
で
連
絡
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
連

絡
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
通
知
内
容
を

確
認
し
、案
内
に
従
っ
て
対
策
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

マ
ル
ウ
ェ
ア
感
染
に
よ
る
被
害
か
ら
身

　を
守
り
、
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

R
L

利
用
す
る
た
め
に
も
、
不
審
な
U

へ
の
ア
ク
セ
ス
や
不
審
な
添
付
フ
ァ
イ

ル
の
開
封
を
し
な
い
、
ウ
イ
ル
ス
対
策

ソ
フ
ト
を
導
入
す
る
等
の
基
本
的
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

発行◦総務省 〒100-8926 東京都千代田区霞が関2-1-2（中央合同庁舎第2号館） |03-5253-5111（代表）

❶感染端末の
　情報を捕捉

マルウェア

感染端末

総務省

連携

注意喚起

❸感染端末の利用者に対して
　当該マルウェアの駆除を促す

❷感染端末の情報
　をISP毎に提供

ACTIVE参加ISP事業者

テレコム・アイザック
推進会議

ACTIVEの取組を活用して参加ISP事業者に感染端末の情報を提供し、
各ISP事業者から端末利用者への注意喚起を実施

●不審なURLにアクセスしたり、不審なメールに添
付されたファイルを開いたりしない

●ウイルス対策ソフトなどのセキュリティソフトを導
入し、最新の状態に保つ

●OSやアプリケーションなど使用するソフトウェア
を最新の状態に保つ

マルウェア感染による被害から
身を守るために

関 係 情 報

官民連携のマルウェア対策プロジェクト ACTIVE
http://www.active.go.jp/

インターネットバンキングに係る
マルウェアへの感染者に対する注意喚起の実施

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu03_02000092.html

総務省 国民のための情報セキュリティサイト
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/security/index.html

マルウェアとは？

悪意（Malicious）のあるソフト
ウェア（Software）を略したもの
で、利用者のコンピュータに感染
することによって、不正送金や情
報窃盗などの遠隔操作を自動的に
実行するプログラムのこと。

ACTIVEとは？

「ACTIVE」は、総務省と複数の事
業者が連携し、国民のマルウェア
感染防止と駆除の取組を行うプロ
ジェクトです。

●ACTIVEの目的
インターネット利用者に対して、
マルウェアの感染防止と駆除の注
意喚起を行い、利用者が自律的
にマルウェア対策を実施できる基
盤を整備することで、国内のマル
ウェア感染率を低下させ、世界最
高水準の情報セキュリティ環境を
実現することを目指しています。
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特 集

1 2

3

平成27年度
「電波の日・情報通信月間」
表彰・イベントが行われました。

6月1日は「電波の日」です。また、毎年５月15日から６月15日までは「情報通信月間」です。
総務省では、6月1日（月）に記念中央式典を開催し、電波利用又は情報通信の発展に貢献した個人・団体や、
デジタルコンテンツ及びオープンデータ・アプリの今後の創作活動が期待される方々への表彰を行いました。

1記念中央式典の様子　2式辞を述べる高市総務大臣　3「電波の日」総務大臣表彰授与

月

日
、

6

1

帝
国
ホ
テ
ル
に
て

記
念
中
央
式
典
を

開
催

65

総
務
省
で
は
、
第

回「
電
波
の
日
（」
6

　

27

月

日
）及
び
平
成

年
度「
情
報
通
信
月
間
」

1
15

15

（

月

日
か
ら

月

日
ま
で
）に
あ
た

5

6

り
、

月

日
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た

6

1

記
念
中
央
式
典
に
お
い
て
「、
電
波
の
日
」総

務
大
臣
表
彰
、「
情
報
通
信
月
間
」総
務
大
臣

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
表
彰
は
、
電
波
利
用
の
発
展
や

　情
報
通
信
の
発
展
に
貢
献
し
た
個
人
及
び
団

体
に
対
し
て
行
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
各
地
域
に
お
い
て
素
晴
ら
し
い
作

　品
を
制
作
し
、
今
後
の一層
の
創
作
活
動
が

期
待
さ
れ
る
方
々
に「
地
域
発
デ
ジ
タ
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
」総
務
大
臣
奨
励
賞
を
、
今
後
の
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
の
更
な
る
普
及
に
つ
な
が
る
創

作
活
動
が
期
待
さ
れ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

制
作
者
に「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ・ア
プ
リ
」総
務

大
臣
奨
励
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

な
お
、
そ
の
ほ
か
に
、
情
報
通
信
月
間
推

　進
協
議
会
会
長
か
ら
、
情
報
通
信
の
発
展
に

貢
献
し
た
個
人
及
び
団
体
に
対
す
る
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。情報通信月間推進協議会会長表彰

【平成27年度】
「電波の日・情報通信月間」記念中央式典における表彰

「電波の日」 総務大臣表彰

「情報通信月間」 総務大臣表彰

「地域発デジタルコンテンツ」 総務大臣奨励賞

「オープンデータ・アプリ」 総務大臣奨励賞

伊東　　　晋●東京理科大学 電気電子情報工学科 教授

多賀谷　一照●獨協大学 法学部 教授

原島　　　博●東京大学 名誉教授

渡邉　　浩之●ITS情報通信システム推進会議 会長／トヨタ自動車株式会社 顧問

一般社団法人 デジタル放送推進協会

三瓶　　政一●大阪大学 大学院工学研究科 教授

伊藤　　　洋●関東ICT推進NPO連絡協議会 顧問／前山梨県立大学 学長

一般社団法人 放送コンテンツ海外展開促進機構

志 田 林 三 郎 賞 ▶

▶

▶

▶

▶

個 人

個 人

団 体

団 体

情報通信功績賞▶

北星学園余市高等学校 放送局
米谷　　聡美
鈴木　　栄司
山口　　　楓
トライデントコンピュータ専門学校 CGスペシャリスト学科 TEAM AT1

株式会社おたに

園　　公美
広島市立大州中学校 美術部
愛媛県立松山工業高等学校 放送部
福地　　明乃

奥村　　博信●一般社団法人 日本ケーブルラボ 名誉顧問／前一般社団法人 日本ケーブルテレビ連盟 副理事長

小田　　 彦●一般社団法人 能登半島広域観光協会 理事長／七尾市商工会議所 特別顧問／株式会社加賀屋 代表取締役相談役

國井　　秀子●芝浦工業大学 学長補佐・大学院工学マネジメント研究科 教授

菅谷　　　実●慶應義塾大学 名誉教授／白鷗大学 経営学部 客員教授

中尾　　康二●KDDI株式会社 運用本部顧問／国立研究開発法人 情報通信研究機構 ネットワークセキュリティ研究所 主管研究員

新美　　育文●明治大学 法学部 教授

ミャッ・ヘイン●ミャンマー連邦共和国 通信・情報技術大臣

一般社団法人 日本ケーブルテレビ連盟
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全国各地で開催された
情報通信月間イベント
平成27年度の情報通信月間では、
「スマート・ジャパン、拡げよう可能性、創ろう未来」をテーマに、
全国各地で情報通信に関する様々な行事が開催されました。
その様子をいくつかご紹介します。

信　越
総合通信局管内 FM ながおかラジオ工作で 

花いっぱいフェア 2015
5月31日（日）
会場●長岡市民防災公園（新潟県長岡市）

全国各地で開催された
情報通信月間イベント

06MIC    Monthly Magazine 2015 July

新
潟
県
長
岡
市
で
開
催
さ
れ
た「
長
岡

　市
花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
2
0
1
5
」の
会
場

に
お
い
て
「
F
M

、

な
が
お
か
ラ
ジ
オ
工
作

で
花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
2
0
1
5
」が
行
わ

20

40

れ
、
親
子

組

名
の
方
が
ラ
ジ
オ
工
作

を
楽
し
み
ま
し
た
。
会
場
で
は
、同
社
ブ
ー

F
M

ス
に
お
い
て

ラ
ジ
オ
キ
ッ
ト
の
組
み

10

立
て
を
体
験
し
ま
し
た
。
午
前

時
の
ス

タ
ー
ト
と
同
時
に
続
々
と
親
子
が
集
ま
り

始
め
ま
し
た
。
ネ
ジ
を
回
す
と
こ
ろ
で
は

少
し
苦
戦
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、

新
潟
県
電
波
適
正
利
用
推
進
員
の
み
な
さ

ん
が
優
し
く
指
導
。
ラ
ジ
オ
が
完
成
し
て

い
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
同
じ
ブ
ー
ス
内

に
あ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
か
ら
生
放

送
も
行
わ
れ
、
完
成
し
た
ラ
ジ
オ
で
受
信

が
で
き
る
と
、
喜
び
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
番
組
担
当
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が「
今
、

私
の
声
が
聞
こ
え
て
い
る
？
こ
こ
か
ら
放

送
し
て
い
る
の
が
、
そ
の
ラ
ジ
オ
か
ら
聞

こ
え
て
い
る
ん
だ
よ
」と
語
り
か
け
る
と

子
供
た
ち
は
驚
き
で
目
を
丸
く
し
て
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
作
っ
た
ラ
ジ
オ
を
使
っ
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
体
験
。
親
か
ら
子
へ
。
子

か
ら
親
へ
。
普
段
は
恥
ず
か
し
く
て
な
か

な
か
言
え
な
い
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
る「
ラ
ジ
オ
感
動
ス
ト
ー
リ
ー
」の
コ
ー

ナ
ー
。
小
学
生
の
女
の
子
が「
い
つ
も
仕

事
た
い
へ
ん
な
の
に
食
事
を
作
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」の
言
葉
。
作
っ
た
ラ
ジ
オ
の

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
お
母
さ
ん
の
耳
に
届
き

ま
す
。
お
母
さ
ん
は「
ど
う
い
た
し
ま
し

て
」。
ラ
ジ
オ
は
身
近
に
あ
る
情
報
伝
達

手
段
で
あ
り
「、
心
」も
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
双
方
向
の
メ
デ
ィ
ア
で
す
。
参
加
者
に

は
、ラ
ジ
オ
を「
作
り
「
出
演
」

し
「
伝
」
え
る
」

と
い
う
３
つ
も
の
体
験
が
で
き
た
日
と
な

り
ま
し
た
。

▲ラジオ工作の模様

▲完成したラジオでインタビュー体験

▲ラジオ工作とサテライトスタジオ

6

北海道
総合通信局管内 親子で学ぶ航空無線教室

－航空無線ってなぁに？－
5月23日（土）
会場●函館空港（北海道函館市）

23
日

北
海
道
総
合
通
信
局
は
、

月
5

　（土
）、
函
館
空
港
で「
親
子
で
学
ぶ
航
空

無
線
教
室
」を
開
催
し
ま
し
た
。15

30

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
の

組

名
が

　参
加
し
、
空
の
安
全
を
支
え
る
航
空
無
線

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
管
制
塔
と
レ
ー

ダ
ー
ル
ー
ム
で
は
、
管
制
官
と
パ
イ
ロ
ッ

ト
の
や
り
と
り
を
見
学
し
ま
し
た
。
飛
行

機
を
無
事
に
着
陸
さ
せ
る
た
め
に
無
線
を

通
じ
て
的
確
に
指
示
を
出
す
様
子
を
、
息

を
飲
ん
で
見
て
い
ま
し
た
。

屋
外
で
は
、
消
火
救
難
車
両
や
飛
行
機

　の
出
発
準
備
を
見
学
し
ま
し
た
。
エ
ン
ジ

ン
や
タ
イ
ヤ
に
触
れ
、
間
近
で
見
る
飛
行

機
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「、
た
く
さ
ん
の
無
線
設

　備
と
人
々
に
支
え
ら
れ
て
、
空
の
安
全
が

守
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」な

ど
、
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◀航空無線の
　大切さを学ぶ

◀飛行機を見学

消火救難車両▶

北　陸
総合通信局管内e-messe kanazawa2015

8K 特別展示
５月14日（木）～16日（土）
会場●石川県産業展示館 1号館（石川県金沢市）

北
陸
総
合
通
信
局
は
、一
般
社
団

　法
人
石
川
県
情
報
シ
ス
テ
ム
工
業
会
、

H
K
金
沢
放
送
局
、
北
陸
情
報
通
信

N

 

協
議
会
と
共
催
で
、
e
-m
e
s
s
e

a
n
a
z
a
w
a
2
0
1
5
に
お
い
て

k

85

８
Ｋ
特
別
展
示
を
実
施
し
ま
し
た
。

イ
ン
チ
の
大
画
面
に
表
示
さ
れ
る
8
K

超
高
精
細
映
像
と

２・
チ
ャ
ン
ネ
ル

2

2

の
高
臨
場
感
の
音
響
は
、
来
場
者
か
ら

大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
石
川
県
制
作
の
4
K
コ
ン
テ
ン

　

13

ツ
や
8
K
対
応
の

E
L

イ
ン
チ
有
機

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
展
示
も
関
心
が
高
く
、

期
間
中
、
全
体
で
約

万

千
人
の
来

4

6

場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

a会場全景e-messe kanazaw▲

イレプスィデLE機有ンチイ31応対K8◀

近　畿
総合通信局管内 インターネットの安心・安全に

関する動画フェスタ in 近畿
5月23日（土）　優秀作品発表会
会場●大阪 ユビキタス協創広場 CANVAS（大阪府大阪市）

◀コーディネーターの兵庫県立大学
竹内准教授と制作者の青少年との
トークセッション

入賞者の記念撮影▶

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
時
代
に
対
応

　し
た
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
に
関
す
る
連
絡
会
」が
実
施

し
た
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
安
心・
安
全
な
利
用
に
関
係

46

す
る
作
品
の
募
集
を
行
い
、

作

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

中
か
ら
厳
正
な
審
査
に
よ
り
決
定

さ
れ
た
入
賞
作
品
を
上
映
し
、
入

賞
作
品
の
制
作
者
に
、
動
画
制
作

の
ポ
イ
ン
ト
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
安
心・安

全
な
使
用
法
に
つ
い
て
語
っ
て
頂

き
ま
し
た
。
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全国に
00人あなたの身近に 約5,0

行政相談委員
行政相談委員とは？

　皆さまのお住まいの市（区）町村には、総務大臣から委嘱された行政
相談委員がいます（全国に約5,000人）。皆さまの相談相手として、行
政サービスに関する苦情、行政の仕組みや手続などに関
する相談を受け付け、その解決のための助言や関係行政
機関に対する通知などの仕事を無報酬で行っています。

どんなことが
相談できるのですか？

　「手続が分かりにくい」「、行政機関の決定が不公平」「安、 全性に
欠ける公共施設がある」「、高齢者や障がい者への配慮に欠けてい
る」「、職員の応接態度が悪い」などの行政に関する様々な相談を受
け付けています。

どんな方が
行政相談委員になっているのですか？

　行政相談委員は、国民の皆さまの身近な
相談相手として総務大臣から委嘱された民
間有識者（ボランティア）です。行政相談委員
は、各市（区）町村に1人以上配置されてい
て、役所に関するお困りごとの相談を毎年
約9万件（総務省の行政相談処理件数は全体
で約17万件）受け付け、相談者への助言や
関係機関に対する通知などを行っています。

あなたの身近な場所で
ご相談を受けています。

　行政相談委員は、公民館などの公共施設やショッピングセンターなど、地域の身近
な場所で相談所を開設し、苦情や意見・要望を受け付けています。また、地域を巡回
したり、民生委員、人権擁護委員などと合同で相談所を開設している場合もあります。

行政相談所（秋田） 行政相談所（栃木）

行政相談所

　行政相談委員は、自治会、婦人会などの代表者や地域の方々との懇談会を開催し、
行政に関する苦情や意見・要望をお聞きしています。行政相談

懇 談 会

行政相談懇談会（新潟） 行政相談懇談会（沖縄）

　行政相談委員と管区行政評価局・行政評価事務所の職員が一緒に、小学校、中学校、
高校、大学等に出向いて、行政相談の改善事例を具体的に紹介しながら、行政相談
制度の授業を行っています。

行政相談
出前教室

小学校での出前教室（山形） 小学校での出前教室（徳島）
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行政相談委員による
主な改善事例
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いしほてけ付根を屋所に合待の所留停スバ1例　事
相談
内容

　国道にあるバス停留所が、道路工事のため
に、一時的に県道に移設された。これに伴い、
元々あった屋根付きの待合所が撤去された
が、工事は長期に及ぶと聞いているので、移
設先の待合所にも屋根を付けてほしい。

改善
結果

　相談を受けた委員が、県土木事務所を通じ
て国道事務所に改善を要請した結果、移設先
の待合所に屋根が設置されました。

いしほして置設をスンェフのめたるす止防を入進のへ路線2例　事
相談
内容

　線路脇にあるゴミ収集所に、週2～ 3回、
子どもを連れてゴミ捨てに行っているが、こ
のゴミ収集所と線路との間にはロープが1本
張られているだけで、非常に危険である。線
路内への進入を防止するためのフェンスを設
置してほしい。

改善
結果

　相談を受けた委員が現地を確認したところ、
相談内容のような状況がみられたので、行政
評価事務所に連絡しました。
　当該事務所から鉄道会社に連絡した結果、
線路脇に金網が設置されました。

3事　例 郵便ポストを安全に利用できる場所に移設してほしい

相談
内容

　自宅近くの郵便ポストは、信号機のないＴ字
交差点のコーナー部分に、投入口が道路側に
向いた状態で設置されている。この道路は、
交通量も多く、投函時にいつも危険を感じて
いる。ポストを安全な場所に移設させるなどし
てほしい。

改善
結果

　相談を受けた委員が現地を確認したところ、
相談内容のような状況がみられたので、この
ポストを管理する郵便局に連絡しました。その
結果、ポストが、交通量の少ない安全な場所
に移設されました。

委員
意見

　行政相談委員は、相談活動を通じて得られた様々な行政運営上の改善につ
いての意見を、総務大臣に述べることができます（行政相談委員法第４条）。
　これらの意見は、総務省が各府省に通知するなどにより、行政運営の改善に
活用されており、行政の制度・運営の改善が図られたものも少なくありません。

4事　例 未支給の失業給付の請求期限を延長してほしい

意見
内容

　雇用保険の失業給付受給者が亡くなった場
合、その遺族は、死亡を知った日の翌日から
1か月以内かつ死亡した翌日から6か月を経過
する前に失業給付の未支給分を請求できる。
　しかし、請求期間が死亡を知った日の翌日か
ら1か月以内では短すぎるので、遺族の生活援
助の観点から、請求期間を延長すべきである。

改善
結果

　委員から意見を受けた総務省が、請求期間
の延長を検討するよう厚生労働省に要請しま
した。
　その結果、厚生労働省は省令を改正し、請
求期限を死亡日の翌日から6か月に延長すると
ともに、同省ホームページに家族向けの周知
リーフレットを掲載しました。

●最寄りの管区行政評価局・行政評価事務所につながります。●一部のIP電話等では、ご利用できない場合があります。 ●平日
の夜間、土日・祝日（終日）は、留守番電話で対応しています。 ●ご相談のお電話は、相談内容の正確な把握のため、録音させて
いただいています。 ●NTTコミュニケーションズが定める通話料がかかります。

TEL 0
お

5
こまりなら

70
まるまる

-09
くじょー

01
ひゃくとおばん

10　【全国共通番号】

行政相談 検 索
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/hyouka/soudan.html

電話による相談
［行政苦情110番］

インターネット
による相談 
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連 載
最終回

大
臣
補
佐
官

対
談

明治大学農学部

小田切徳美教授 太田直樹総務大臣補佐官

　「過疎」という言葉が誕生してから
半世紀。地方からは若者が流出し、
深刻な高齢化に直面していると言
われて久しい。しかし近年、農山村
を目指す若者が増えているという。
この動きをどのように捉えればよい
のか。最終回は、長年過疎問題に
取り組んできた明治大学の小田切
徳美教授にお話を伺った。

変
わ
り
つ
つ
あ
る

農
山
村

太
田

本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
時
間
を

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
も
着
任
以
来
、
地
方
の
現
場
を
見
る

機
会
を
多
く
取
り
、

タ
ー
ン
経
験
者
な
ど

I

か
ら
も
直
接
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
、
地
方
の
現
場
が
今

ま
さ
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
を
肌

身
で
感
じ
て
い
ま
す
。
先
生
に
は
総
務
省
の

会
議
で
も
、
特
に
移
住
施
策
、

タ
ー
ン
に

I

つ
い
て
御
知
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
今
回
改
め
て
お
話
を
伺
い
た
く
思

い
ま
す
。

小
田
切

今
、
地
方
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ま
さ
に
補
佐
官
が

地
方
で
感
じ
取
っ
た
胎
動
と
同
じ
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
間
で
地
方
、
そ
れ
も

農
山
村
に
、
自
立
し
た
優
秀
な
若
者
が
随
分

と
移
住
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
、

移
住
の
段
階
で
あ
り
、
定
住
、
そ
し
て
永
住

へ
と
変
化
す
る
に
は
道
の
り
が
あ
る
の
で
す

U

が
、

タ
ー
ン
で
移
住
し
た
人
が

タ
ー
ン

I

を
呼
び
込
み
、
一
つ
の
大
き
な
流
れ
が
で
き

つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

太
田

実
は
私
も

タ
ー
ン
経
験
者
か
ら
同

I

じ
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。

タ
ー
ン
を
し
て

I

地
方
の
魅
力
に
気
づ
い
た
若
者
が
、
都
会
に

い
る
そ
の
土
地
の
出
身
者
に
魅
力
を
再
発
見

U

さ
せ
て
、

タ
ー
ン
を
生
ん
で
い
る
の
は
大

変
興
味
深
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

う
考
え
る
と
、

タ
ー
ン
を
ど
の
よ
う
に
誘

I

発
す
る
か
が
鍵
の
よ
う
で
す
ね
。

必
要
な
の
は

人
口
増
で
は
な
く
人
材
増

小
田
切

そ
う
で
す
。
た
だ
、
私
が
根
本
に

置
い
て
い
る
考
え
な
の
で
す
が
、
日
本
の
人

口
が
確
実
に
減
少
し
て
い
く
中
で
、
地
方
の

人
口
増
を
議
論
し
て
も
あ
ま
り
意
味
が
な

く
、
地
方
に
「
人
財
」を
増
や
し
て
い
く
こ

と
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
最
初
は

人
口
増
の
議
論
か
ら
入
っ
た
と
し
て
も
、
そ

の
議
論
の
出
口
は
、
人
を
引
き
つ
け
る
「
人

財
」を
地
方
に
呼
び
込
む
こ
と
に
帰
着
す
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

太
田

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
入
口
が
人
口

で
出
口
が
人
材
で
あ
り
、
双
方
を
繋
ぐ
も
の

が
地
域
の
内
発
的
な
産
業
政
策
と
い
う
見
方

も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
総
務
省
で
も
「
地

域
の
産
業
・
雇
用
創
造
チ
ャ
ー
ト
」と
い
う

も
の
を
先
日
公
表
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
も
、

最
初
は
地
域
の
人
口
維
持
の
議
論
か
ら
入
る

の
で
す
が
、
最
後
は
ど
の
産
業
を
伸
ば
す

か
、
そ
の
た
め
に
は
加
工
技
術
を
持
っ
た
人

を
呼
び
込
む
の
か
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
で

き
る
人
な
の
か
、
と
い
う
地
域
が
求
め
る
人

材
の
話
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
際

立
っ
た
産
業
が
存
在
し
な
い
自
治
体
で
は
新

た
に
仕
事
を
興
せ
る
人
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
ね
。

小
田
切

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
若
者
の
仕

事
が
確
保
で
き
な
い
か
ら
移
住
が
で
き
な
い

と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
、「
何

か
仕
事
が
あ
り
ま
す
か
」と
周
囲
に
尋
ね
て

い
る
若
者
が
、
農
山
村
の
将
来
を
担
え
る
わ

け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
自
分
で
仕
事
を

作
る
く
ら
い
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
い
て
、

極
端
な
話
で
、
仮
に
人
口
が
半
分
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
そ
う
い
う
自
立
的
な
方
々
が
2

倍

倍
に
な
れ
ば
地
域
の
持
続
可
能
性
は
全

3
く
違
っ
た
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
ね
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
が

ロ
ー
カ
ル
に
向
か
う
時
代

小
田
切

地
方
に
仕
事
が
な
い
か
ら
人
が
来

な
い
の
だ
と
い
う
言
説
は
ま
だ
世
の
中
の
8

割
、

割
を
占
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

9

こ
の
こ
と
が
今
、
切
り
崩
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
我
々
は
ま
さ
に
地
方
の
現
場
で
そ

れ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
こ
の
意
識
は
な
か
な
か
広
が
ら
な
い
で

す
よ
ね
。
県
庁
で
も
信
じ
て
も
ら
え
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

太
田

以
前
会
っ
た

タ
ー
ン
経
験
者
の
方

I

は
、
地
方
で
は
家
賃
を
始
め
と
し
た
物
価
が

安
い
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
稼
が
な
く
て
も
食
べ

て
い
け
る
か
ら
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
に
は
最
高
の
場
だ
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
仕
事
を
自
分
で

興
せ
な
い
と
地
方
で
暮
ら
し
て

い
く
の
は
難
し
い
と
い
う
お
話

も
出
ま
し
た
が
、
逆
に
起
業
し

た
い
方
々
に
と
っ
て
は
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
場
と
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

小
田
切

ま
さ
に
そ
う
で
す
。

島
根
の
方
が
教
え
て
く
れ
た
話

で
す
が
、
例
え
ば
島
根
県
の
海

士
町
に
関
わ
っ
て
い
る
方
に
は
、

途
上
国
な
ど
の
海
外
経
験
が
豊

富
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
ど
う

い
う
現
象
な
の
で
し
ょ
う
か
。

人
に
よ
っ
て
は
「
若
者
が
内
向

き
化
し
た
」と
い
う
方
も
い
ま
す

が
、
私
は
絶
対
に
そ
う
じ
ゃ
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
方
が
見
事
に
看
破
し

て
く
れ
た
の
は
、
要
す
る
に
昔
と
は
違
っ
て
、

海
外
の
情
報
も
ネ
ッ
ト
で
手
に
入
る
。
海
外

旅
行
も
い
く
ら
で
も
行
け
る
状
況
に
な
っ
て
、

海
外
で
の
活
動
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
な
く

な
っ
た
の
だ
と
。
む
し
ろ
足
元
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
ほ
う
が
遥
か
に
魅
力
的
で
、
遥
か
に
貢

献
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き
始
め

た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
が
ロ
ー
カ
ル
に
向
か
っ

て
い
る
と
。
そ
う
い
う
言
い
方
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
間
違
い
な
く
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

信
託
住
民
が

地
方
再
生
の
糸
口

太
田

地
方
に
人
を
引
き
つ
け
る
と
い
う
意

味
で
は
、
移
住
の
前
に
、
交
流
人
口
を
増
や

す
、
あ
る
い
は
二
カ
所
居
住
か
ら
地
方
に

入
っ
て
も
ら
う
方
法
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

第
二
町
民
、
第
二
市
民
の
よ
う
な
動
き
が
出

て
き
て
い
る
地
方
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
。80

小
田
切

実
は
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を

年
代
後
半
に
既
に
提
唱
し
て
い
た
方
が
い
ま

し
た
。
東
洋
大
学
の
学
長
な
ど
を
務
め
ら
れ

た
、
都
市
社
会
学
の
大
家
の
故
磯
村
英
一
先

生
で
す
。
先
生
は
、
東
京
一
極
集
中
傾
向
が

強
ま
る
中
で
、
安
定
的
な
自
治
体
経
営
を
実

現
す
る
た
め
に
、
地
域
外
に
住
み
な
が
ら
も
、

そ
の
地
域
環
境
に
関
心
を
持
ち
、
応
援
し
た

い
と
思
う
「
信
託
住
民
」制
度
を
提
唱
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
地
域
外
の
住
民
に
よ

る
資
金
、
労
役
、
知
識
・
知
恵
の
提
供
が
、

地
域
内
の
内
発
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
結
び
つ
く

と
こ
ろ
に
地
域
再
生
の
糸
口
が
あ
る
と
説
い

て
い
ら
し
た
の
で
す
。
実
は
こ
の
考
え
方
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
下
地
で
も
あ
る
の
で
す
よ
。

太
田

も
の
凄
い
時
代
の
先
読
み
を
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

C
T

I

化
が
進

展
し
た
現
代
で
は
、
磯
村
先
生
の
考
え
方
か

ら
何
か
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

さ
に
温
故
知
新
で
す
ね
。
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ス
マ
ー
ト
国
勢
調
査
！

総
務
省
統
計
局
で
は
平
成
二
十
七
年
国
勢
調
査
を
広
く
国
民
の
皆
様
に
周
知
を
す
る
た
め
に
実
施
周
知
用

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
国
勢
調
査
公
式
応
援
団
「
ア
ッ
プ
ア
ッ
プ
ガ
ー
ル
ズ
（
仮
）」も
参
加
予
定
の
「
国
勢
調
査
啓
発
イ
ベ
ン
ト
」

を
東
京
、大
阪
で
開
催
し
ま
す
の
で
、イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
を
す
る
と
と
も
に
、メ
ン
バ
ー
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

リーフレット（表）

　今回の国勢調査は大きく進化し、インターネットでの回答ができ�
るようになりました。インターネット回答の導入により、より便
利で簡単に回答ができ、スマートで効率的な調査になったことか
ら、キャッチコピーを「スマート国勢調査！」としています。また、
広報キャラクターには国勢調査プロジェクトチーム広報担当役の�
織田信成さんを中心に、国勢調査員代表役で国民的タレントの藤原�
紀香さん、リーダー役として高田純次さん、そして国勢調査イ
メージキャラクターのセンサスくんを起用して、国勢調査プロジェ
クトチームを舞台に、国民の皆様に国勢調査を紹介しています。

「スマート国勢調査！」キャンペーンサイト
http://kokusei2015.stat.go.jp/

「スマート国勢調査！」スペシャルムービー公開中
https://www.youtube.com/watch?v=0jCgf6yeSJE

リーフレット（裏）
東 京

国勢調査啓発イベント� in�Tokyo
「国勢調査2015」キャンペーンサテライト（仮称）

日　　時：平成27年7月24日（金）�
～8月2日（日）　

場　　所：日本テレビプラザ　
内　　容：「国勢調査2015」の紹介、インター

ネット回答デモ体験、センサスくん、
みらいちゃんと記念撮影、ステージ上
でのPR等　

ステージ出演：7月28日・29日・30日のいずれか1日で
アップアップガールズ（仮）が出演（予定）

大 阪
国勢調査啓発イベント� in�Osaka

「国勢調査2015」キャンペーンサテライト（仮称）

日　　時：平成27年8月22日（土）　
場　　所：グランフロント大阪　うめきた広場　
内　　容：「国勢調査2015」の紹介、センサス�

くん、みらいちゃんと記念撮影等　
ステージ出演：アップアップガールズ（仮）（予定）

schoo（スクー）とは
　生放送授業を無料で受講できるサービスと
なっており、オンラインで授業を視聴できます。
スクーではさまざまなジャンル、業界から「先
生」をお招きして、毎日新しい「授業」を生放送
でお届けしています。�

日時：平成27年７月24日19時～21時15分
ファシリテーター：堀潤さん
プログラム
１限目　国勢調査概論
　　　　講師�大林千一（帝京大学教授）　
２限目　データから読み解くニッポンの“今”
　　　　講師�加藤久和（明治大学教授）

大林千一（帝京大学教授）

日本最大級のオンライン学習サービス

「schoo」での国勢調査
オンライン授業について

アップアップ
ガールズ（仮）も
イベントに出演予定です！

公式応援団
アップアップ
ガールズ（仮）

写真左から新井愛瞳さん、森咲樹さん、佐藤綾乃さん、
仙石みなみさん、関根梓さん、佐保明梨さん、古川小夏さん
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国家公務員の

ワークスタイルを変える
オフィス改革に取り組んでいます
　本年１月、総務省行政管理局行政情報システム企画課では、国家公務員のワークスタイル変革
を目指し、オフィス環境を刷新する取組を実施しました。

行政管理局における新たなオフィス  
取組の概要
　個人用机を撤廃し、多人数で座るチーム型机を導入するとともに、「フリーアドレス」と
呼ばれる個人が自由に座席を選ぶスタイルを取り入れました。また無線LANや電子ボード
などを活用し、ペーパーレスでの打合せも実現しています。このようなオフィス環境の抜
本的見直しは、霞が関の中央省庁では先駆的な試みとなります。

コミュニケーショ
ンスペース
　個人での集中作業用
や職員同士の気軽で気
さくなコミュニケーション
用のスペースです。業務
関係の新聞・情報誌が
閲覧できる情報収集の
場ともなっており、人と
情報が集まる交流の場と
して活用されています。

各チーム机
　各チームが一つの机を囲む配席で全員の顔を見ながら仕事
ができるため、チーム内の情報共有やコミュニケーションが
円滑になりました。また、自由席かつ書類を置くスペースを
設けなかったことでペーパーレス化も促進されています。

電子ボード
　画面に書き込みもでき
る大型の電子ボードによ
り、多人数での情報共有が
スムーズかつ容易になりま
した。その場で電子的に資
料の修正・確認もできるの
で、意思決定の迅速化につ
ながっています。

打ち合わせスペース
　職員１人あたりの執務スペースが小
さくなったことで生まれたスペースを
有効活用し、予約不要の打ち合わせ
スペースを新たに設置しました。無
線LANに対応したパソコンを持ち運
び、いつでも即座にペーパーレスで
の打合せが可能です。

ロッカースペース
　執務室内のセキュリティ向上のため、帰
宅時に各自パソコンと内線電話を収納する
鍵付きロッカーを設置しました（ロッカー内
での充電も可能）。

見学や質問等の
お問い合わせは
こちら！

総務省行政管理局
行政情報システム企画課
電話�03-5253-5340

オフィス改革の効果について
・個人周辺の紙文書が８割削減されるとともに、カラープリント枚数が半減 !
・柔軟な座席配置やチーム型机の導入により、職場内のコミュニケーションが活性化。７割以
上の職員は業務がやりやすくなったと回答 !

・打ち合わせスペースの新設などオフィススペースを有効活用 !
・紙を使わずパソコン１台で仕事ができる環境が整ったことで、自宅でのテレワークへの移行
がスムーズに !
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平成２７年より独立行政法人の評価の仕組みが変わりました！

独立行政法人
評価制度委員会が
発足しました。
　平成２７年４月１日、独立行政法人の新しい評価の仕組みが導入され、総務省に「独立
行政法人評価制度委員会」が設置されました。

独
立
行
政
法
人

評
価
制
度
委
員
会
と
は
？

新
た
な
評
価
の
仕
組
み
で
は
、
主
務
大
臣
が
独

　
立
行
政
法
人
の
目
標
策
定
か
ら
業
績
評
価
ま
で一
貫

し
て
責
任
を
持
つ
こ
と
と
な
り
、
独
立
行
政
法
人
評

価
制
度
委
員
会
は
、
政
府
唯
一の
第
三
者
機
関
と
し

て
主
務
大
臣
の
目
標
策
定
や
業
績
評
価
を
チ
ェッ
ク

す
る
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

委
員
会
に
は
、
評
価
の
質
の
向
上
、
財
務
運
営

　
の
透
明
性
と
説
明
責
任
の
向
上
を
図
る
た
め
、
主

務
大
臣
の
目
標
管
理
と
財
務
情
報
を
連
携
さ
せ
る

観
点
か
ら
、
主
務
大
臣
の
目
標
案
や
業
績
評
価
の

点
検
な
ど
を
担
う
「
評
価
部
会
」と
、
独
立
行
政
法

人
の
会
計
基
準
等
の
検
討
な
ど
を
担
う
「
会
計
基

準
等
部
会
」の
二
つ
の
部
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲第1回委員会の様子
挨拶する二之湯副大臣（右）と野路委員長（左）

独立行政法人評価制度委員会委員
（委�員�長）
野路�國夫�� （株式会社小松製作所代表取締役会長）�
（委　��員）
岡本�義朗��（新日本有限責任監査法人エグゼクティブディレクター）�
梶川�融�� （太陽有限責任監査法人代表社員会長）�
樫谷�隆夫�� （樫谷公認会計士事務所公認会計士・税理士）�
栗原�和枝�� （東北大学原子分子材料科学高等研究機構教授）�
関�利恵子�� （信州大学学術研究院社会科学系経済学部准教授）
髙橋�伸子�� （生活経済ジャーナリスト）�
土井�美和子�� （国立研究開発法人情報通信研究機構監事）�
原田�久�� （立教大学副総長）�
村岡�富美雄�� （株式会社東芝常任顧問）�

（臨時委員）
会田�一雄�� （慶應義塾大学総合政策学部教授）
佐藤�綾子�� （富山国際大学現代社会学部准教授）
中川�順子�� （野村ホールディングス株式会社執行役員）

１

2

3

4

5

目標・評価指針の
策定（変更）

意見

意見

目標

独立行政法人評価制度委員会

主務大臣

法人

総務大臣

評価

１ 
総務大臣は、委員会の意見を
聴いて、政府統一的な独立行
政法人の目標・評価の指針を
策定します。　

2  
主務大臣は、総務大臣の策定
した目標・評価の指針に基づ
いて、独立行政法人の目標策
定や業績評価を行います。　

3  
委員会は、主務大臣の目標策
定や業績評価を点検し、必要
な意見を述べます。　

４  
主務大臣は、独立行政法人の
中期目標期間終了時に法人の
組織・業務全般の見直しを行
います。　

5  
委員会は、主務大臣の見直し
内容を点検し、意見を述べる
ほか、必要な場合には勧告や
内閣総理大臣に対して意見具
申を行うことができます。

意見

新制度における目標・評価の仕組み
（中期目標管理法人の例）

独立行政法人評価委員会の概要

平成27年4月9日
委員長の互選や委員会運営規則等の決定が行われました。また、高市総務
大臣より諮問のあった①独立行政法人の役員の退職金に係る業績勘案率の
算定ルール及び②独立行政法人の調達に関する新たなルールについて審議
が行われました。

第1回

平成27年5月22日
①独立行政法人の役員の退職金に係る業績勘案率の算定ルール及び②独立
行政法人の調達に関する新たなルールについて答申が行われました。また、
今年度の委員会における評価の取組方針等について審議が行われました。

第2回

平成27年8月5日（予定）第3回

◦より詳しくは独立行政法人評価制度委員会のホームページをご覧ください。
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/singi/dokuritugyousei/index.html
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地方の
かがやき

高 知 県

黒
くろ

潮
しおちょう

町
　高知県の西南地域に位置する黒
潮町。ゆるやかな海岸線と緑豊か
な山々に囲まれています。平成24
年に高知自動車道が四万十町中央
I.Cまで開通し、高知市内から車で
1時間半ほどの距離となりました。
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特産品　さしすせそ（黒砂糖・塩・酢・魚醤・味噌）

人口／12,025人（2015年5月末現在）
面積／188.58㎢
HP･･･http://www.town.

kuroshio.lg.jp/

にしおおがた

とさいりの

と
さ
か
み
か
わ
ぐ
ち

う
み
の
お
う
む
か
え

あ
り
い
が
わ

う
き
ぶ
ち

とさしらはま

さがこうえん

とささが

いよき

かいな

56

56

56

25

熊野浦
天日塩づくり体験

鹿島神社
鹿島

伊与木川

黒潮町役場
佐賀支所

道の駅「なぶら土佐佐賀」

土
佐
西
南
大
規
模
公
園

（
佐
賀
地
区
）

上川口港
ホエールウォッチング
観光釣りイカダ黒潮町役場

入野松原
入野海岸
（砂浜美術館
イベント会場）

土佐西南大規模公園（大方地区）
入野漁港
ホエールウォッチング
田野浦漁港
観光釣りイカダ

黒潮町
缶詰製作所

黒潮の恵みと脅威のもとで
自然との共生を目指すまち

は

た

ぐ
ん

高
知
県
幡
多
郡

　くろ
し
お
ち
ょ
う

黒
潮
町
は
、
平
成

お
お
が
た
ち
ょ
う

18
年
に
旧
大
方
町

さ

が

ち
ょ
う

と
旧
佐
賀
町
が
合

併
し
て
で
き
た
町
で

す
。
年
間
平
均
気

16

温
約

度
・
降
雨

量
2
7
0
0
㎜
前
後

と
、
雨
が
多
く
温
暖

な
気
候
を
活
か
し
た

か

き

花
卉
の
栽
培
や
農
業

が
盛
ん
で
、
中
で
も

テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
と
キ
ュ

ウ
リ
は
、
県
内
で
も

有
数
の
産
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、

佐
賀
地
域
で
は
全
国

的
に
有
名
な
カ
ツ
オ

の
一
本
釣
り
漁
が
行
わ
れ
、
遠
洋
カ
ツ

オ
漁
船
の
拠
点
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
近
年
、
漁
業
は
観
光
産
業
と
し

て
見
直
さ
れ
、
観
鯨
船
に
よ
る
ホ
エ
ー

ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
「
観
光
釣
り
イ
カ

ダ
」「
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
づ
く
り
」な
ど
、

多
く
の
観
光
客
に
「
海
の
町
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
体
験
」を
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
の
名
の
通
り
、
黒
潮
の
海
の
恵
み

　を
中
心
と
し
た
自
然
に
溢
れ
た
黒
潮
町

24

で
す
が
、
平
成

年
に
発
表
さ
れ
た
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
被
害
想
定
で
は
最

大
震
度
７
、
最
大
津
波
高
３
4
m
が

予
測
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
町
内
が
一
丸
と
な
っ
て
防
災
対
策

に
取
り
組
み
「
犠
牲
者
ゼ
ロ
」「
避
難
放

棄
ゼ
ロ
」を
目
標
に
掲
げ
た
防
災
計
画

が
次
々
と
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
沿

岸
部
に
避
難
タ
ワ
ー
を
設
置
し
た
り
、

町
役
場
職
員
全
員
が
町
内
各
地
の
防

災
地
域
担
当
と
な
り
個
別
避
難
カ
ル
テ

作
成
の
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く

な
ど
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

町
内
の
防
災
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

「
自
然
の
恵
み
を
受
け
て
暮
ら
す
か
ら

こ
そ
自
然
の
営
み
を
知
り
、
人
と
自
然

の
つ
き
あ
い
方
を
考
え
る
」。
危
険
想

定
を
逆
手
に
取
っ
た
黒
潮
町
の
防
災
へ

の
取
組
は
観
光
や
新
産
業
へ
と
発
展
し
、

「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」へ
と
広

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

入野海岸
延長約4kmに渡って砂浜が
広がる海岸。日本の渚百選に
も選ばれています。別名「月
見ヶ浜」とも呼ばれ、親しま
れています。

特産品　さしすせそ（黒砂糖・塩・酢・魚醤・味噌）
黒砂糖・天日塩・酢（柑橘類）・かたくちいわしときびなごの魚醤・味噌。
日本でも数少ない「基本調味料が地元産で全て揃う町」であることから、天日
塩や味噌作り体験なども実施されています。

土佐さがのもどりガツオ祭
一年の豊漁と海上安全への感謝を

込め、毎年10月下旬頃行われます。毎年好評のカツオの
一本売りや各種ゲームなどで、地域住民の交流の場とも
なっています。

鹿島神社
海に浮かぶ島にある鹿島神社は、昔から漁師の神様とし
て親しまれてきました。毎年3月上旬に大祭が行われ、お
神輿や豊漁祈願の漁船パレードなどで賑わいます。

入野松原
江戸時代に植えられたと言われる、延長約4kmのクロマ
ツ林です。周辺の住民を塩害から守る暴風保安林として、
また史跡名勝天然記念物としても有名です。

カツオと鯉のぼり
の川渡し
佐賀・坂折地区
の伊与木川で4月
下旬から5月上旬
にかけ行われる川
渡し。カツオのぼ
りと鯉のぼり合わ
せて約100匹が、
子どもの成長を願
い川の上を悠々と
泳ぎます。
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かがやき
その1

ありのままを作品にした
建物のない「砂浜美術館」

くじら、松原、産物、環境、
そして人と町を「作品」に

「
私
た
ち
の
町
に
は
美
術
館
が

　あ
り
ま
せ
ん
。
美
し
い
砂
浜
が
美

術
館
で
す
。
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

平
成
元
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
写
真
家
・
（
故
）北
出
博
基

さ
ん
が
考
え
た
「
自
分
の
作
品
を

プ
リ
ン
ト
し
た
T
シ
ャ
ツ
を
砂
浜
で

展
示
し
た
い
」と
い
う
ア
イ
デ
ア
が

基
に
な
っ
て
お
り
、
高
知
県
在
住
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
梅
原
真
さ
ん
と
大
方
町
（
当
時
）の
メ

ン
バ
ー
が
議
論
を
重
ね
て
、
現
在
の
形
に
な

り
ま
し
た
。
沖
を
泳
ぐ
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
や
潮

風
を
受
け
る
松
原
、
浜
辺
の
漂
流
物
、
そ
し

て
こ
の
町
に
暮
ら
す
人
々
の
営
み
や
地
域
に

伝
わ
る
文
化
や
知
恵
な
ど
を
作
品
と
し
て
い

ま
す
。

砂
浜
美
術
館
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
行
わ
れ

　て
い
る
「
T
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
」は
、
今
年
で

27
第

回
を
迎
え
ま
し
た
。

海
外
を
含
め
全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
原
画
を
プ

リ
ン
ト
し
た
T
シ
ャ
ツ
、

お
よ
そ
千
枚
前
後
が
入

野
海
岸
に
ひ
ら
ひ
ら
と

は
た
め
き
ま
す
。
応
募

者
の
約
半
数
が
T
シ
ャ
ツ

ア
ー
ト
展
を
見
に
黒
潮
町
に
訪
れ
る
た
め
、

町
の
観
光
事
業
と
し
て
も
認
知
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
や
キ
ル
ト

展
、
漂
流
物
展
、
ビ
ー
サ
ン
飛
ば
し
大
会
、

砂
浜
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
少
し

ず
つ
増
え
、
町
内
だ
け
で
な
く
高
知
県
の
中

で
も
知
名
度
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
更
に

は
「
ア
ー
ト
と
い
う
切
り
口
で
、
人
と
自
然

の
つ
き
あ
い
方
を
考
え
る
」と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
に
共
感
が
集
ま
り
、
モ
ン
ゴ
ル
や
ガ
ー
ナ

で
T
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

そ
の
試
み
は
世
界
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

15

運
営
団
体
は
平
成

年
に
N
P
O
法
人

　化
し
ま
し
た
。
砂
浜
美
術
館
の
各
種
展
示
や

イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
入
野
海
岸
に
隣
接
す
る

高
知
県
立
土
佐
西
南
大
規
模
公
園
の
管
理
や

黒
潮
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
番
組
制
作
、
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
運
営
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
防
災
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
し
、
近
隣
の
県
か
ら
の
修
学
旅
行

生
や
団
体
な
ど
の
受
け
入
れ
も
始
め
て
い
ま

す
。
活
動
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
が
、
共

通
し
て
い
る
基
本
的
な
目
的
は
「
地
域
資
源

か
ら
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
」こ
と
。
観

光
や
地
元
雇
用
を
担
う
拠
点
と
し
て
、
地
域

の
様
々
な
経
済
の
新
し
い
流
れ
を
生
み
出
す

場
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
砂
浜
美
術
館
の
館
長
、
ニ
タ
リ

ク
ジ
ラ
に
会
え
る
か
も
し
れ
な
い

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
。
温
暖

な
高
知
の
海
に
は
ク
ジ
ラ
の
ほ

か
、
イ
ル
カ
や
ト
ビ
ウ
オ
な
ど
海

の
生
き
物
が
多
く
生
息
し
て

い
ま
す
。
広
い
海
と
青
い

空
、
爽
や
か
な
潮
風
を

堪
能
し
な
が
ら
、
海
の

生
き
物
の
生
体
や
高
知

の
海
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ニタリ館長に会う
ホエールウォッチング

大人気のホエール
ウォッチングは約4
時間。雄大な太平
洋を堪能できます。

木のおもちゃなども流れ着きます。

14

2

3

地元大方高校の生徒と高知大学の学
生、町民ボランティアのコラボレー
ション企画のキャンドルナイト。

1  浜に杭を打ち、洗濯物を干すように展示され
るTシャツアート展。展示が終わると潮風の香り
とともに応募者に返却されます。 2  潮風のキル
ト展では、入野松原で手作りのパッチワークキル
トを展示します。近隣の学校では開催に合わせ
キルトの授業も。 3  漂流物展の様子。中にはダ
イヤの指輪もあったとか。漂流物を使ったワーク
ショップも行っています。 4  海岸にはヤシの実や
木のおもちゃなども流れ着きます。

 0880-43-4915NPO砂浜美術館　TEL:
ATAD

かがやき
その2

「想定津波高日本一」から
生まれた「防災缶詰」

非常食で日常を取り戻すため
味にこだわった備蓄缶詰を

日
本
一
高
い
津
波
が
押
し
寄
せ
る
と
予
測
さ

　れ
た
黒
潮
町
。
そ
の
厳
し
い
想
定
を
逆
手
に
と

り
、
備
蓄
缶
詰
を
作
る
第
三
セ
ク
タ
ー
・
株

26

式
会
社
「
黒
潮
町
缶
詰
製
作
所
」は
平
成

年

11
月

日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
目
的
は

3防
災
の
町
」と
し
て
「
食
」と
「
職
」、
ふ
た
つ

の
ニ
ー
ズへ
対
応
す
る
新
産
業
の
創
出
で
す
。

商
品
企
画
の
際
に
は
、
東
日
本
大
震
災
で

　被
災
し
た
宮
城
県
気
仙
沼
市
に
担
当
職
員
が

赴
き
、
食
料
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
「
ふ
だ
ん
食
べ

慣
れ
た
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
、
心
の
支

え
に
な
る
」と
考
え
、「
毎
日
食
べ
て
も
ら
え
る

『
日
・
常
食
（
ひ
じ
ょ
う
し
ょ
く
）』を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
味
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
こ
だ
わ
っ
た

備
蓄
缶
詰
の
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
商
品

は
、
現
時
点
で
は
「
カ
ツ
オ
と
和
だ
し
生
姜
煮

こ
ご
り
」、「
サ
ワ
ラ
と
筍
の
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
」、「
い

ろ
い
ろ
旨
味
豆
の
ト
マ
ト
煮
」な
ど
の

種
類
。

6

海
の
幸
と
野
菜
の
旨
み
を
生
か
し
た
味
付
け

が
特
徴
で
、
缶
詰
ら
し
か
ら
ぬ
素
材
の
風
味

が
味
わ
え
ま
す
。
町
内
の
人
々
か
ら
は
「
美
味

し
い
」「
備
蓄
し
な
い
で
す
ぐ
に
食
べ
て
し
ま
う

（
笑
）」と
好
評
で
す
。

で
き
る
だ
け
町
内
産
の
原
材
料
を
使
って
製

　造
す
る
こ
と
で
、
農
業
・
漁
業
や
加
工
業
の
促

進
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
卵
・
小
麦
・
乳
・
エ
ビ
・
カ
ニ
・
落
花

生
・
そ
ば
の
大
ア
レ
ル
ギ
ー
原
料
を
不
使
用

7

と
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
人
の
非
常
食
と
し

て
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

会
社
の
ロ
ゴ
に
入
って
い
る
「
3
4
M
」の
文

　字
に
は
、
想
定
津
波
高
の
発
表
か
ら
月
日
が

経
って
も
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
防
災
意
識
を

持
ち
続
け
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
在
は
工
場
に
併
設
さ
れ
た
直
営

販
売
所
の
ほ
か
、
町
内
２
箇
所
の
道
の
駅
や

ホ
テ
ル
な
ど
で
限
定
的
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
販
路
拡
大
に
向
け
積
極
的
に
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。
秋
か
ら
は
、
共
同
開
発
を

行
っ
た
無
印
良
品
で
の
販
売
に
よ
り
、
全
国
に

展
開
す
る
予
定
で
す
。

黒
潮
町
が
提
案
す
る
「
美
味
し
い
か
ら
い

　つも
食
べ
る
、
い
つ
も
食
べ
る
か
ら
日
常
的
に

購
入
し
、
そ
れ
が
備
え
と
な
る
」と
い
う
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク（
循
環
備
蓄
）は
、

「
想
定
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
の

命
を
自
分
で
守
る
た
め
最
善
を
つ

く
す
」と
い
う
防
災
意
識
の
育
成

に
も
つ
な
が
って
い
ま
す
。

て

の
行

れ

オ
を

ツ

ら
稼働
カ

げ

「

が掲
な

た
で本格的

ズ

け

ー

煮付
種類。

レフ

く
施設
の

で甘辛

「WE CAN PROJECT」

６

な

全

き

ど
汁
な

大

煮」
醤油出

りよ

ト

今

マ
た
は

ト
っ
に

の
使

将来的

コ
を
ノ

ど
キと

な

た
。

オ
糖

め
す

ツ
黒砂

込
ま

カ

を
い

「煮」

意図
て
、

い
せ

ト

が働
の

か
マ

」

効
ト

ぐ

を
18名

の

紡

生姜
旨味豆

へ
て

「未来

に
せ

オ
ろ

わ
ツ

い

合
に

カ
ろ

ど
も

り
い

な
と

釣
「

ト
と

知産一本
イ

か

ゴ
バ

ほ

ロ
ル

の

ド

」

ア
ン

り

や
高

ラ

ご

社員
ブ

 
こ
3

、

生姜煮
す。

 
は
2

に

で
。

 工場

し
画

ます

だ
計

和

い
う

1

 0880-43-3776
黒潮町缶詰製作所

AT

TEL:

AD

　
漁
協
女
性
部
を
中
心
と
し
た

「
黒
潮
カ
ツ
オ
体
験
隊
」が
運
営

す
る
施
設
で
す
。
地
元
漁
師
さ
ん

や
お
か
み
さ
ん
か
ら
、
本
格
的
な

魚
の
さ
ば
き
方
な
ど
を
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
豪
快
な
カ
ツ
オ
の

藁
焼
き
タ
タ
キ
作
り
体
験
が
で
き

ま
す
。
藁
を
使
う
こ
と
で
高
温
で

一
気
に
外
側
を
焼
く
こ
と
が
で
き
、

藁
の
い
い
香
り
と
濃
厚
な
旨
み
を

ふ
ん
だ
ん
に
楽
し
め
ま
す
。
館
内

で
は
、
タ
タ
キ
は
も
ち
ろ
ん
、
刺

身
や
カ
ツ
オ
コ
ロ
ッ
ケ
定
食
な
ど

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
レ
ス
ト
ラ

ン
も
併
設
。
修
学
旅
行
生
な
ど
の

受
け
入
れ
も
可
能
で
す
。
元
気
な

お
か
み
さ
ん
は
、「
カ
ツ
オ
の
町
・

黒
潮
町
」の
広
報
と
し
て
も
大
活

躍
し
て
い
ま
す
。

� カツオふれあいセンター　黒潮一番館

〒789-1720
高知県幡多郡黒潮町佐賀374-9
TEL: 0880-55-3680
営業時間　11〜15時
定 休 日　火曜日
※タタキ作り体験は要予約。

D A T A

タタキ作りを丁寧に教えてく
れます。

昔ながらの
「藁焼き」。
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